






はじめに

近年、核家族化と少子化の進行に伴い、思春期に乳幼児にふれたり、世話をしたりした経

験を持つ子どもが少なくなっている。そのために小さな子どもへの理解や体験に基づく知

識を持たないまま、大人になり、親になっていくケースが今日では少なくない。その結果、

子育てにあたって不安や自信の喪失を招いたり、極端な場合には養育放棄や虐待など、育

児にたいするトラブルの一因となることすら一部に見られる。

こうした体験の乏しい子どもたちを対象に、保健所や保育所さらには乳児院などの児童福

祉施設を利用して、直接乳幼児に触れさせたり、一緒に時を過ごしたりして小さな子ども

への理解を深めるための体験学習が、現在市町村の自治体を中心に各地域で試みられてい

る。(厚生省平成 5 年度の調査では、全国市町村のうち、36 市 130 町 25 村、計 191 市町

村で実施)

本研究では、体験学習を実施している自治体のうち、主に関東地域の市町村で、これまで

に調査できた 2 市(茨城県下妻市、栃木県宇都宮市)、2 町(千葉県安房郡鋸南町、神奈川

県城山町)、1 村(群馬県勢多郡富士見村)についての実施状況をはじめ、内容及び問題点

を分析・検討を行い、今後の体験学習の普及・充実に向けて何が必要となっているのかを

明らかにすることを目的とする。


